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論文内容の要旨・要約  

 

本研究の目的と基本的な視点  

わが国では，2003（平成 15）年に「性同一性障害者の性別の取り扱いの特

例に関する法律」が制定され，学校における性同一性障害に係る児童生徒

への対応についても必要性が認識されるようになった．そして，2014（平成

26）年に，文部科学省は学校における性同一性障害に係る対応に関する状

況 調 査 を 公 表 し ， 学 校 教 育 現 場 に お け る LGBTQ（Lesbian,Gay,Bisexua l ,  

Transgender ,Quest ion ing ）の子 ども達 への支 援 が注 目 され始 めた．さらに，

2015（平成 27）年 4 月 30 日に，文部科学省は「性同一性障害に係る児童生

徒に対するきめ細やかな対応の実施などについて」を通知しました。  

このように， LGBTQ に関 する理 解 啓 発 は進 みつつあるが，わ が 国 で は

LGBTQ に関する先行研究は多くはなく，LGBTQ の子ども達への支援に焦

点をあてた学校ソーシャルワーク実践の研究も行われてはいない. そこで，本研

究は ，わが国の学校教育環境における LGBTQ をはじめとした多様なセクシュア

リティの子ども達への学校ソーシャルワークの必要性及び視点を示し，有効な実

践モデルを検討していくことにある．この研究目的を達成するために，次の 5 点に

ついて検討した．①わが国において LGBTQ の子ども達を取り巻く環境を明らか

にする．②学校教育環境における支援の実態と課題を示す．③当事者が実際

に学校教育環境においてどのような困難を抱えていたのかを示す．④学校ソーシ



ャルワークの必要性を検討する．⑤有効な支援モデルを検討することである．  

 

本研究の内容 

本章では，LGBTQ，セクシュアリティ等四つの用語について説明し，本論文に

おけるＬＧＢＴＱの定義を明確にした．各章の内容は以下の通りである． 

 第 1 章では，わが国における LGBTQ の子ども達の先行研究の到達点を整理

している．また，先 行 する北 米 での先 行 研 究 を提 示 した．まず，わ が 国 の

LGBTQ に関する先行研究は多くはなく，主に 4 つの領域に分けること

ができる．第 1 に精神医学に関する領域，第 2 に心理的支援に関する領域，

第 3 に人権に関する領域，第 4 に学校教育に関する領域である．そして，各領

域での研究の到達点と課題を整理した．LGBTQ への子ども達の支援に関する

先行研究の課題から，LGBTQ の子ども達を取り巻く学校教育環境の整備は極

めて重要な課題であることが示された．この点において個と環境の交互作用に働

きかける学校ソーシャルワークの使命は大きなものと考えられるが，わが国におい

て社会福祉分野での LGBTQ 研究は皆無であり，学校ソーシャルワークに関す

る支援研究は全く行われていない実態がある．本研究はこの課題に対して，開

拓的先駆的に取り組む研究であると言える．他方，北米では LGBTQ の子ども

達が安全な環境下にないことに対して，学校におけるソーシャルワークに関する

研究が積極的になされている事を示した．  

 第 2 章では，わが国の学校教育環境における LGBTQ の子ども達たちへの

支援状況とその課題を量的に把握することを目的に全国調査を実施した．調査

は，全国の小中学校，高等学校を対象とした自計式調査を実施した．回答者

は，業務内容からすべての児童 ・生徒の支援に携わる可能性が高い養護教諭

とした．調査時期は平成 29 年 6 月～7 月である．本研究の趣旨および倫理上

の配慮を質問紙上に明記し，分析は SPSS 24.0 および SPSS Text Ana lyt ics を

使用し，統計的処理を行った．  

調査結果では，子ども達は学校生活の諸場面や心理面，恋愛や異性への

感情に関することを多 く相談しており，学校教育現場では相談内容に対して個

別的に対応していることが明らかになった．また，養護教諭は物理的な配慮に止

まらず，校内の体制づくりや教職員の理解促進 ・意識統一が必要であると考え

ていた．加えて，学校教育現場にはスティグマをはじめとした子ども達を抑圧する

構造が存在し，子ども達のパワーの欠如につながっていることを示した．また学校

教育現場の課題としては，①早期支援が行われていない，②学校教育現場は



当事者にとって相談しやすい環境にない，③養護教諭は学校全体への働きか

けを積極的にできていないことが明らになった． 

これらの課題の解決においては，「個と環境の交互作用」に働きかけていくこと

が重要であり，スクールソーシャルワーカーの活用の可能性について示した．ソー

シャルワークの専門的価値基盤である人権，社会正義，多様性の尊重の観点

から，学校ソーシャルワーク実践が必要であり，とりわけパワーの欠如については

エンパワメント理論の導入が有効であると考えられた． 

第 3 章では， 20 代の LGBTQ の当事者が学齢時期にどのような支援への潜

在的ニーズを持っているかを質的に把握することを試みた． 調査は，12 名の当

事者を対象として，半構造化されたインタビューを採用した．対象者は，当事者

団体に所属する大学生とし，自らの小学校，中学校，高等学校時代を振り返っ

た経験からの回答を依頼した．調査時期は平成 29 年 7 月～11 月である．なお、

対象者にはインフォームドコンセントを行い，辞退する権利や守秘義務、説明責

任などを明確に伝えるなど，倫理的配慮を十分に行った．本調査では，当事者

の許可を得て IC レコーダーによる録音を行う．データ分析は，Nvivo を活用した

内容分析を行った．調査結果では，LGBTQ 当事者のパワーを減退させたり，ま

たパワートを促す要因について明らかにした．学校においては，パワーの減退をさ

せる要因は取り除き，パワートを促す要因を増やしていくようなソーシャルワークの

実践が必要であると考えられた．実践者になりうるスクールソーシャルワーカーは，

これらのパワーの減退のプロセスを理解した上で実践を行っていくことが望まれた． 

第 4 章は，エンパワメントの概念について整理を行った上で，エンパワメント視

点に基づく学校ソーシャルワーク支援の必要性について述べた．本論文での調

査結果より，わが国の学校教育環境は LGBTQ の子ども達にとってパワーの欠

如へとつながる環境であることが示され，この状況から回復し，パワーを増強して

いくことが望まれた．そのためには，わが国の学校教育現場において，LGBTG の

子ども達への環境改善ではエンパワメント視点による学校ソーシャルワーク実践

を行なっていくことが望ましい．加えて，学校教育現場においては LGBTQ の子

ども達に対して，小学校での早い段階から支持的・受容的で安全な環境を整備

することも必要であり，その支援体制の構築にも学校全体で取り組んでいくこと

が重要である．また，LGBTQ の子ども達が抱えている問題を個人の能力やパー

ソナリティに帰す問題として取り組んで行くのではなく，社会システムや生態学的

視点から問題を捉え，多次元モデルでソーシャルワークを展開していくことが必

要である．そして，これらの実践者であるスクールソーシャルワーカーへの期待は



大きいと考えられた．以上から，本章では，LGBTQ の子ども達のパワーの欠如に

つながる構図（図１）及び学校教育現場において LGBTQ の子どもたちを取り巻

くパワーの関係図 （図 2）を以下のように示し，エンパワメント視点のソーシャルワ

ーク実践の基盤として示した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ 学校教育現場に存在するネガティブなパワーとパワーの欠如をもたらす構図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 学校教育現場において LGBTQ の子ども達を取り巻 くパワーの関係図  



 終章では，エンパワメント視点に基づく学校ソーシャルワーク実践モデルを構

想した．また，その実践者としてのスクールソーシャルワーカーの役割についても

検討した．表 1 は，わが国の文化的背景を考慮し，LGBTQ の子どもに対する学

校ソーシャルワーク実践を行うにあたり，スクールソーシャルワーカーが必要とする

技術をまとめたものである.  

 

 

表１ .わが国の LGBTQ の子どもへの学校ソ ーシ ャルワークによる 支援 方法  



また，わが国の学校教育環境における支援課題と照らし合わせて検討したス

クールソーシャルワーカーの役割としては，①学校教育現場において LGBTQ 

の子ども達のアドボカシーを行う実践者としての役割，②子ども達が相談し

やすい環境を作る実践者としての役割 ，③子ども達の居場所づくりを行 う実践者と

しての役割，④学校内外の支援体制を構築する実践者としての役割，⑤教員に

対する支援を行う実践者としての役割 ，などである．これらの役割を踏まえ，スク

ールソーシャルワーカーの価値基盤である子どもの人権と社会正義，多様性の

尊重に基づき検討した支援内容を表２に示した． 

 

 

表 2.エンパワメント視 点に基づく学校ソ ーシ ャルワーク実践モ デル  



本研究における社会的意義 

本研究では, わが国の学校教育現場における LGBTQ の子ども達の権利や

発達を守っていくためには，どのような学校ソーシャルワーク実践が必要かという

課題を明らかにするために，わが国の LGBTQ の子ども達の支援に関する研究

上の現状と課題を明らかにし，わが国の学校教育現場の支援実態の量的把握

を行い，LGBTQ 当事者の学校教育現場におけるニーズの質的把握からその方

法を検討してきた． 

その結果，LGBTQ の子ども達は学校教育現場においてパワーの欠如につな

がる状況が多く存在し，これらの環境の改善にはエンパワメント視点での学校ソ

ーシャルワーク実践が必要であることを明らかにした．また，具体的な実践モデル

の提示を行なった．わが国では，LGBTQ へのソーシャルワーク実践に関する研

究はほとんど行われてきていない．特に，パワーが欠如し，様々な二次障害を起

こす前の早期支援の場として学校教育現場が有効であると考えられるが，学校

ソーシャルワーク実践に関する研究は全く行われてきてこなかった． 

今回，LGBTQ の子ども達へのエンパワメント視点に基づく学校ソーシャルワー

ク実践モデルを提示したことで，スクールソーシャルワーカーが現場で支援を展

開する理論的基盤となると考えられ，実証的な研究も可能になると考える．これ

らの点において，本研究は独自性があり社会的に意義があるものと考えている． 

 

論文審査の要旨  

わが国では，2014（平成 26）年に，文部科学省が学校における性同一性障

害に係る対応に関する状況調査を公表し，学校教育現場における LGBTQ

の子ども達への支援が注目され始めた．しかし，わが国では LGBTQ に関する

先行研究は多くはなく， LGBTQ の子ども達への支援に焦点をあてた学校ソ

ーシャルワーク実践の研究も行われていない.  

本研究では，①わが国において LGBTQ の子ども達を取り巻く環境を明らか

にすること．②学校教育環境における支援の実態と課題を示すこと．③LGBTQ

当事者が実際に学校教育環境においてどのような困難を抱えていたのかを示す

こと．これらの調査結果を踏まえて，④学校ソーシャルワークの必要性を検討する

こと．そして，⑤有効な支援モデルを検討することである． 

以上の研究目的より，本研究の開拓的，独創的な点は次の通りである. 

①LGBTQ の先行研究の文献分析より，LGBTQ の子ども達への学校ソーシャ

ルワーク実践に関する研究がわが国では皆無であり，その研究の必要性を



明らかにしたこと． 

②全国の小中学校，高等学校の養護教諭を対象とした量的調査にて，学校

教育現場には LGBTQ の子ども達へのスティグマをはじめとした抑圧構造が

存在し，子ども達のパワーの欠如につながっていることを示したこと．また学

校教育現場の課題としては，学校全体としての支援が積極的にできていな

いことを明らにしたことである． 

③LGBTQ 当事者へのインタビュー調査から，学校教育現場に存在するネガ

ティブなパワーとパワーの欠如をもたらす構図 ，学校教育現場におい

て LGBTQ の子ども達を取り巻くパワーの関係性を明らかにしたことで

ある． 

④これらの調査結果に基づき，LGBTQ の支援においてスクールソーシャ

ルワーカーが持っておくべき知識と支援技術，エンパワメント視点に

おける学校ソーシャルワーク実践モデルを提示したことである．  

 

本論文の多くの章は，すでに学会発表，さらに査読付の学術研究誌（「社

会福祉学」「学校ソーシャルワーク研究」）に論文として投稿し， 3 編が掲

載されている.ゆえに，本論文は課程博士論文として十分評価できるもので

あるといえる．  

 

審査結果の要旨 

令和元（2019）年 12 月 10 日（火曜日）午後 6 時 00 分から午後 7 時 00

分まで久留米大学御井学舎 249 教室において開催された公開発表及び口頭

試問及び同日午後 7 時 00 分より開催された審査委員会により，寺田千栄

子氏の論文が博士（保健福祉学）の学位に値する研究であることを審査委

員会は全員一致により確認した．  

 


